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Synopsis: The purpose of this paper is to introduce the utility of an e-portfolio system for the education
of the University. From a pre-entrance education to lectures in large class, we used the cloud type `manaba fo-
lio' system. It reduced teacher's load such as the distribution of the document and the collection of the report.
For the students, it is a useful and convenient tool to receive and submit their assignments. Moreover they
could get the information of the department before entrance. Thanks to reducing the uneasiness for the
university, they were able to start a university life smoothly. The impression of the user was good. However,
it was di‹cult to collect enough data for quantitative analysis because of the short term observation. To col-
lect quantitative data, we will observe the students' situation till their ˆnding employment.
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. は じ め に
近年，教育支援システムとしての e ポートフォリオが注目されている。学習記録などをいろいろな目的
でつづったりまとめたりするファイルを，一般にポートフォリオと呼び，web ベースのシステムを e
ポートフォリオと呼んでいる。教育場面におけるポートフォリオは，学生個人の学習成果物の蓄積や振り
返りのためのツールとして活用されている。また，提出物に対する指導，相互の閲覧といった学習支援と
しての活用も可能である。さらに，教員自身の授業情報の蓄積も可能であり，ティーチング・ポートフォ
リオとしての活用も考えられる[1]。活用の目的に関しても，就職やキャリア形成の支援，教育実習，ゼ
ミナールでの利用など多方面にわたって導入が試みられている。
現在，e ポートフォリオシステムを提供する会社として，朝日ネット（manaba-folio），SIGEL，エミ
ットジャパンなどがある。また，オープンソースの e ポートフォリオシステムとして，Mahara や Moo-
dle といったものがある。
国士舘大学法学部では，入学前教育の手段として，2009年に e ポートフォリオの導入を検討し，同年
11月から manaba-folio（以下，manaba）を導入した。さらに，演習形式の授業や講義形式の授業，ゼミ
ナールにおいても試行を始めている。実際に e ポートフォリオを利用し始めると，当初想定していなかっ
た利用の仕方や，利用度を高めるための方策の必要性などが明らかになってきた。現在は，学生の反応を
確かめつつ，いくつかの授業形式において e ポートフォリオを有効に活用する利用方法や利用度を高める
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ための方策について試行錯誤を重ねている段階にある。
e ポートフォリオの活用については，過去の学生のデータを現在の学生にシステマティックに提供する
目的でロールモデル型 e ポートフォリオシステムを開始している日本女子大学の事例[2]や，教職課程で
の学習成果物をポートフォリオに蓄積して常に振り返ったり掲示板で学生同士が議論する慶應義塾大学教
職課程センターの事例[3]が報告されている。しかし，e ポートフォリオを入学前教育から導入した事例
の報告はなく，本学部での取り組みについて，現在までの状況や課題を報告することは意義があるものと
考えられる。
そこで本稿では，入学前教育や学部の授業において e ポートフォリオを活用した事例を紹介し，どのよ
うな成果が得られ，どのような課題が明らかとなったのかについて報告する。さらに，教育支援の観点か
らみた e ポートフォリオ導入の意義と今後の展望について検討を加える。
. manaba について
manaba は，学生単位での学習成果の蓄積を軸に，振り返り，教員とのやり取り，学生同士でのやり取
りが可能となっている。主な構成は，Social Network Service（SNS）としての「コミュニティ」，Learn-
ing Management System（LMS）としての「コース」の機能に加え，学生一人一人のポートフォリオス
ペースが準備される。
 manaba の機能
◯ コース
manaba 内のコースは，科目ごとに設定し，当該科目の受講者を登録してスタートする。コース内に
は，レポートの提示と提出を行う［レポート］と，質疑応答などを行う［掲示板］のメニューがある。掲
示板は，項目ごとにスレッドを立て，順にコメントを書き足していくもので，連絡事項や情報提供，意見
交換が行える。レポートは，担当教員が課題を提示し，学生がそれに対して解答を書き込むあるいはファ
イルを送信するものである。レポートの形式には，語句記入，選択，自由記入がある。教員は，提出され
た課題の一覧を Excel ファイルで取り出し，採点後学生に戻す。
◯ ポートフォリオ
manaba 上の［ポートフォリオ］にレポートや提出物，教員からの配布物などをためていく機能である。
提出した課題等は自動的に各自のポートフォリオに蓄積される。また，各自が作成したファイルやコース
を通じて提示された資料などを自分のポートフォリオに取り込むことができる。学生時代に作成するファ
イルの散逸を防ぎ，ため込んだファイルを後日振り返ることができる。
◯ コミュニティ
テーマを決めて掲示板などで交流できるコミュニティ機能がある。公開範囲を制限できるため，ゼミ単
位や，友人間などでやり取りをすることができる。
 manaba の課題
manaba は，多くの操作が直感的に行えるインターフェースに特徴がある。また，リマインダを設定す
ることにより，レポートやお知らせの到着を携帯アドレスに知らせることができ，掲示板への書き込み程
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度であれば，携帯電話での入力が可能であることから比較的迅速に対応できる。その一方で，開発後数年
であることから，あらゆる用途に簡便に活用できるというわけではなく，操作性や機能に関していくつか
の課題も残る。例えば，学生のポートフォリオに教員側から添削物や答案などを簡便に入れ込む手段がな
いこと，学生が添付ファイルと本文を同時に提出する機能がないこと，掲示板とレポートの中間に位置す
る小テストを実施する方法がないこと，検索機能がないことなどが改善を要する点としてあげられる。
. 入学前教育における活用
 導入の背景及び目的
国士舘大学法学部は，2 学科 1 学年約500名の学生から構成される。これまで，入学前教育において
は，入学予定者を集めての講義，レポート課題の提示及び添削，業者に委託してのレポート添削，業者に
委託しての英語課題，課題図書の要約及び添削などを行ってきた。しかし，教員の負担増，外部委託の費
用，効果把握の困難さ，入学前教育と初年次教育のつながりが無いといった課題も見られた。
そこで，e ポートフォリオシステム manaba を導入し，2010年度入学予定者を対象に取組みを開始し
た。主な目的は，ネットを通じての入学前教育用課題の提示である。すなわち，遠隔において，課題の提
示，課題に関する質疑応答，課題の提出状況の把握，課題に対する指導等を行い，学習意欲の維持を図ろ
うとするものである。あらたに学部内に教員 8 名から構成される「入学前教育運営委員会」が組織され，
課題の作成等にあたった。
また，manaba 導入に伴い可能となった機能として，学部情報の提供がある。コース内の掲示板を通じ
て，学部のイベントや新学期からの情報等を提供することが可能となる。入学前の段階で学部情報を得る
ことにより，入学時の円滑な行動が期待される。例えば，授業科目を選択する際の不安を最小限にしてお
くことで，入学後にクラブ活動などに関心を持つ余裕が生まれるのではないかと考えられる。また，PC
スキルの向上や学生間の交流なども間接的な効果として期待される。
 e-ポートフォリオによる課題提示
導入後の主な使用方法は，課題の提示及び解答の提出，掲示板による情報提供であった。入学前用の課
題はレポート内に提示し，コースニュースで課題の提示を告知した。入学予定者は，ログイン画面から
「入学前教育コース」に入り，掲示板や課題（レポート）を確認する（図 1）。
当初の課題は，manaba の操作に慣れることを主眼に置き，主に選択式の課題を提示した。おおむね 2
週間に 1 回選択式の課題を提示し，1 週間程度の回答期間，解答解説の提示を繰り返した。最終課題は記
述式のレポート課題を提示した。掲示板に課題の Q&A のスレッドを立て，質問等を受けた。提出期限後
に，解説及び解答を提示した。当初，課題の提出者のみを対象に解説を提示していたが，後半は掲示板を
通じて全員が目にすることができる形で提示した。入学予定者は，AO 入試，推薦入試，一般入試等
manaba への登録時期が異なり，後半に確定した入学予定者から課題をさかのぼって見たいという要望が
あったためである。
課題 Q&A のスレッドに対しては，いくつかの質問が書き込まれた。課題のやり方や内容に関する質問
がほとんどであった。これに対して，「入学前教育運営委員会」が説明を書き込んだ。 最終課題は，記述
式のレポート課題を提示したことから，レポートの書き方に関する質問が多く見られた。レポート課題は，
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図 学生が見るレポート（課題）提示画面
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manaba 上での添削等は実施せず，入学後の初年次教育科目への提出とした。
また，課題の提出期限が迫っていることを，知らせてほしいという要望も見られたことから，途中から
コースニュースによって期限前に通知を行った。
 掲示板機能の活用
学部からの情報提供を目的に掲示板の使用を開始した。秋から冬そして新学期までに至る間の大学及び
学部のイベントや伝達事項などの提示である（図 2）。当初は一方的に学部内で行われたイベントや授業
の様子を紹介するにとどまっていたが，入学直前になると，カリキュラム，4 月の予定，提出物，テキス
ト，クラブなどについて質問の書き込みが相次いだ。こうした質問に対しては，「入学前教育運営委員会」
のみでは対応できず，事務職員，担当教員，上級生などのメールを通じて，掲示板に回答の書き込みを依
頼したり，受けとった回答を「入学前教育運営委員会」名で載せたりした。3 月中旬から準備した「4 月
当初の予定」のスレッドは170を超える書き込みがあった（うち半数は学部からの回答）。一般に，4 月の
予定は入学式等で伝達されることが多いが，manaba の導入により，あらかじめ周知し，質疑応答を経て
おくことが可能となった。各教科に必要な教科書類の説明，シラバス，定期購入の方法など事前に説明が
なされないことであっても，入学を控えた学生にとっては，質問や確認をしたいことが多数あることが明
らかになった。
他に書き込みの多かったスレッドは，クラブ・サークルを紹介するスレッドであった。これは，一部の
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図 掲示板の一部
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上級生に「入学前教育コース」に参加してもらい，掲示板でサークルやクラブを紹介してもらったもので
ある。クラブやサークルの活動実態や説明会の日程などは，入学前には伝わりにくい情報であるため，関
心が高かったものと思われる。
 入学前教育における学生の manaba 利用度
manaba 導入前からの懸念事項として，入学予定者のネット環境の問題があった。どの程度の学生が自
宅にネット環境を備えているかが予測できなかったためである。そこで，入学予定者が高校の機器を使用
する際の便宜を図るため，manaba へのログイン手順を示した書類を郵送する際，所属学校長への機器借
用依頼文を同封した。依頼文書には，入学前教育の一環としてネットを利用する必要があることや操作に
要する時間を記した。
結果として，manaba へのログイン状況は，AO 入試，推薦入試合格者においては100がログイン
し，その後の一般入試合格者においては4.9がログインをしない状況であった。この中には，3 月下旬
に入学意志が確定する者も含まれることや，年度末の転居時期であることなどを考慮すると，ほとんどの
者が何らかの方法でログインしたと考えられる。
入学前教育コースに登録された学生を対象に manaba 上で行った調査によると（2009年12月～2010年
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図 入学予定者のネット環境
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3 月に実施。対象520人，回答数220。），自宅のパソコンからネットを利用している者が95（家族で共
用や自分専用の計）と高率であった（図 3）。また，manaba を使用した感想として，「manaba を通して
気軽に質問ができる」「他の人の質問，それへの回答を読むことができる」「大学前の不安がかなり無くな
った」「自己紹介のプロフィールを記入している人が少ない」「友だちができるかどうか不安な入学前に他
の学生のことを知りたい」「大学のこと以外のトピックス（コミュニティ）もあればいい」「パソコンやネ
ットを利用した課題が新鮮」「遠方の学生には情報提供の場」といったおおむね肯定的な回答が得られた。
 入学前教育における manaba 活用の効果及び課題
入学前教育に e ポートフォリオシステムとして manaba を活用した事例を紹介した。導入前に懸念され
た学生のネット環境は大きな課題とはならなかった。学内の学生と違い，対面で指導することが難しいた
め，専用のメールアドレスを準備し，携帯からでも問い合わせることを可能とした。結果として，ログイ
ン時のトラブルは数件あり，すべてメールのやり取りで解決するものであった。また，manaba の操作自
体についての質問はなかった。
manaba の掲示板等を活用して入学前から何らかのやり取りを重ねることは，学生の状況把握，学生と
の関係作り，入学前の不安解消といった点において有効に機能した。一方，提供する学部情報に関して
は，試行錯誤を重ねた。入学予定者からは，授業に関する情報，クラブ・サークルに関する情報を求める
声があったが，具体的にどのような情報をいつ提供するのかについては手探りの状況であった。結果とし
て，1 年生用の数科目を写真によって紹介したり，ゼミナールを紹介するにとどまった。こうしたやり取
りを通じて，入学前の学生がどのような情報を必要としているかについての知識は集積された。
入学前教育に共通する点であるが，入試方式の違いによって入学前教育の期間が異なるという問題があ
る。入学予定者すべてに全課題を課すことが難しい。これについては，manaba を利用することで，過去
の課題を見ることは可能となった。その一方で，学生からは，過去の課題をやらなくてよいのかといった
質問や，入学前用課題の結果がどこかに影響するのかといった質問も寄せられた。入学前教育の意義や位
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置付けについて，あらためて議論が必要とも言える。
. 講義，演習における活用
manaba を導入後，試行的に 1 年～4 年の在学生にもその活用を図った。我々が manaba の活用を試み
た科目は，3～4 年生対象の受講生50名程度の講義，同じく受講生100名程度の講義，1 年生対象の受講生
40名程度のコンピュータ演習，受講生15名程度の演習（ゼミナール）である。
講義形態，学年，受講者数等が異なるため，利用の方法も多少異なるが，いずれも掲示板の利用を中心
に，必要に応じてレポートを使用した。また，開始当初は，授業において manaba の操作を実演し，操作
方法を配布した。しかし，うまくログインできない，レポート提出の方法が分からないといった質問がそ
の後も数件あった。
 掲示板機能の活用
講義形式の科目においては，［掲示板］に，科目に関連する講演会やシンポジウムの案内を載せた。通
常の配布物に比較して紛れることもなく，「あそこを探せばある」という安心感はある。一方，掲示板の
スレッドが多くなり，また，一つのスレッドに書き込みが多くなると目的のものを探しにくくなるという
問題が起きる。
学生の中には，講義科目の掲示板に自主的にスレッドを立てた者もあったが，なかなか書き込みが続か
ない。不特定多数が登録していること，投稿者が実名で表示されること，教員も見ていることなど書き込
みをしにくい要因が複数あると思われる。
ゼミナールでの活用方法は多岐にわたる。写真を掲載できることから，ゼミナールでの集まりの他，私
的な報告なども載せられることがあった。スマートフォンを活用する学生にとっては，manaba の掲示板
を活用することは，携帯で何らかの操作をすることと同程度の手間と受け止められている。
 レポート機能の活用
［レポート］を活用し，期限を定めて課題を提示して提出を求めた。提出の有無が一目瞭然であること
から確認が容易である一方，文章とファイルを同時に提出できない機能面の制約もある。
課題提出後は他の学生の提出物を見ることが可能となり，お互いにレポートなどを見ることができる。
提出物に対しては，教員あるいは他の学生がコメントを付けることができる。受講者数の多い授業におい
ては，提出物に対するコメントは，例えば紙のレポートの余白に教員がコメントを書く等の方法により行
われるのが通常である。manaba でコメントを書くと学生もそれに対してコメントを書くことができる。
提出物へのコメントを通じて，学生の意見を引き出し，深めることが可能となる。
レポートの提出時間が表示されることから，ゼミナールでの活用した際は提出順を競うような雰囲気も
出て好影響があった。
一方，授業中に提示した課題に対するコメントを求めるような小課題においては，携帯から書き込みが
できることから，［レポート］の形式よりも［掲示板］内のスレッドへの書き込みが好まれる傾向にあっ
た。［レポート］の形式は自分が提出するまで他の人の提出物を見ることができないのに対し，［掲示板］
においては，他の人の意見を見た上で，自分の意見を書き込むことができる。表面的には学生相互の直接
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的なやり取りが見られない場合も，他の人の意見や教員とのやり取りを見ながら自分の意見をまとめる作
業が行われていたものと思われる。
. 課題及び今後の展望
入学前教育及び学部教育における教育支援を目的に e ポートフォリオを活用した結果，以下の課題が見
られた。課題への対応も含め，今後を展望する。
 学生，教員の積極的な活用
入学予定者のログイン率は高く，掲示板に質問を書き込むなど積極的に活用している生徒も見られた。
その一方，在学生への普及率は低く，高学年生の多くは未接続であった。在学途中での新たなシステムの
普及は難しい。入学前から導入が始まった学年が進級するにつれ，利用度は高まっていくものと思われる。
manaba のシステムがコースを一つの軸としており，自分が受講している科目がコースに登録されていな
いと，manaba にログインしても，見られるメニューが限られてしまう。教員の積極的な活用が求められ
る。
もっとも，コースの概念を柔軟にとらえれば，登録する集団は科目単位に限らない。○○研究会や○○
試験勉強会のようにメンバーが固定されたグループであれば，学生等からの登録申請を受けてグループを
登録することでコースの活用が可能となる。
現在の利用状況からすると，e ポートフォリオの掲示板に多くの書き込みが続くような状態がすぐに訪
れるとは想像しにくい。しかし，提示した教材や成果物が徐々に e ポートフォリオ内に蓄積されていくこ
とで「そこを探せばある」という安心感が得られることは想定していなかった産物である。
 就職支援との関連
多くの大学で「就業力育成支援」等によって学生の就職支援に取り組もうとしている。その取り組みに
おいては，学生一人一人を軸としたデータの蓄積とそれに基づく入学前から卒業まで長期間継続しての支
援が重要と考えられる。その環境作りとして，manaba の利用が重要となろう。現在は十分なデータの蓄
積はないが，今後，どのような学生が，どのような学習をし，どのような仕事に就き，そこに適応してい
るのかといった情報を蓄積し，学生の就労支援に生かしていきたい。そのためには，一大学のみのデータ
では不十分であり，複数の大学にまたがるデータベースの構築も視野に入れる必要がある。
 学生を軸とした学生支援への移行
e ポートフォリオの利用においては，従前の LMS システムとの重複が懸念された。しかし，実際には
別の目的に活用されることとなった。授業を単位とし，その受講者に対する教育支援を軸とする仕組みか
ら，学生個人を軸とした支援に移行することが可能となった。各学生がどのような講義を受講し，どのよ
うなレポートを提出したのか，また，どのような学園生活を送っているかといった記録を作っていくこと
になる。これまで散逸しがちであった学生生活の記録を蓄積していくとともに，そうした資料を参照しな
がら学生支援にあたることが可能となる。私立大学法学部のように多くの学生を少数の教職員で担当する
学部においては，指導する際の情報不足を補う有効なツールとなろう。
―  ―
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. お わ り に
本稿では，大学の学部教育における e ポートフォリオの活用事例を紹介し，その課題を検討した。
対面することのない入学前教育の段階から，講義形式，演習形式等いずれの形式においても活用するこ
とができ，資料や課題のやり取りといった場面で教員の手間は大いに省力化される。e ポートフォリオ利
用に対する学生の抵抗感は小さく，利用している学生からは好感触を得ている。しかし，導入後 1 年ほ
どしか経過していないことから，学生生活の振り返りに活用するまでには至っていない。また，限られた
範囲での利用にとどまっているため統計的に成果を示すことが難しい。今後の課題として継続的に調査を
続けていきたい。
現在の学内の PC 環境からすると e ポートフォリオの利用度を一気に高めることは難しい。しかし，携
帯式の PC やタブレット端末の普及に伴い，法学部のような講義形式中心の学部においても，教室内にそ
うした機器を持ち込み，画面に資料や教材を表示させたり，解答や意見を打ち込みながら授業に臨むとい
った光景を目にすることになろう。
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